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当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
の
日
の
朝
、
平
成
３
年
９

月
15
日
は
、
晴
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
午
後
４
時
44
分
、
事
態
は
一
変
す
る
。

　

普
賢
岳
北
東
斜
面
で
大
火
砕
流
が
発
生
。
火
山
灰
で
、

町
じ
ゅ
う
が
深
い
闇
に
包
ま
れ
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
防
災
無
線
な
ど
で
住
民
に
退
去

を
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に
６
時
54
分
に
は
、
当
時
最
大
規

模
と
な
る
火
砕
流
が
発
生
。
大
野
木
場
小
学
校
を
中
心
と

し
た
住
家
な
ど
を
焼
き
つ
く
し
た
。　

当
時
の
広
報
紙
に

よ
る
と
、こ
の
日
、34

世
帯
、１
６
１
人
、１

５
３
棟
（
う
ち
住
家

34
棟
）
が
被
災
し
た
、

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
こ
の
ほ
か
、郵
便
局

な
ど
も
入
れ
る
と
１

５
６
棟
）。

　

焼
け
た
学
校
の
校

庭
に
は
、
あ
の
イ

チ
ョ
ウ
も
あ
っ
た
。

　

少
し
時
間
は
戻
る
。「
大
野
木
場
の
方
が
火
事
の
よ
う

だ
」
深
江
町
役
場
の
中
川
総
務
課
長
か
ら
、
当
時
の
深
江

町
消
防
団
長
の
石
川
嘉
則
さ
ん
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
、

午
後
７
時
の
こ
と
だ
。
普
通
、
夜
の
山
火
事
な
ら
ず
い
ぶ

ん
遠
く
か
ら
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
日
は
、
火
砕
流
が
視

界
を
閉
ざ
し
、
雲
仙
ど
こ
ろ
か
、
数
百
メ
ー
ト
ル
先
さ
え

見
え
な
か
っ
た
。

　

電
話
を
切
っ
た
石
川
団
長
は
、
一
人
で
警
戒
区
域
に
向

か
っ
た
。

　
「
ひ
ど
い
・・
」―

―

　

真
っ
暗
な
中
に
住
宅
が
、学
校
が
、

体
育
館
が
、
こ
れ
ほ
ど
燃
え
る
も
の
か
と
い
う
ほ
ど
に
炎

を
吹
い
て
い
た
。

　

言
葉
を
失
う
石
川
団
長
に
、
呼
び
掛
け
る
声
が
し
た
。

顔
見
知
り
の
消
防
団
員
。
家
の
様
子
が
心
配
で
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
か
っ
た
。

　
「
分
団
の
消
防
車
を
出
し
て
い
い
で
す
か
？
私
の
家
に

燃
え
移
り
そ
う
な
ん
で
す
」

　

涙
な
が
ら
に
訴
え
る
彼
に
、
石
川
団
長
は
首
を
振
っ
た
。

　
「
す
ま
な
い
が
、
そ
れ
は
、
で
き
な
い
ん
だ
」

　

今
な
ら
間
に
合
う
、
間
に
合
う
ん
で
す
、
と
泣
き
す
が

る
彼
の
肩
を
抱
き
、
２
人
泣
い
た
。

　

そ
の
２
週
間
後
、
傷
つ
い
た
深
江
町
を
さ
ら
に
震
撼
さ

せ
る
出
来
事
が
発
生
す
る
。台
風
19
号
襲
来
。多
く
の
被
害
、

中
で
も
大
停
電
に
よ
る
深
い
闇
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に

住
民
を
追
い
つ
め
た
。

　

そ
ん
な
折
、
さ
ら
に
新
た
な
問
題
が
持
ち
上
が
る
。

　

大
野
木
場
地
区
の
あ
る
第
８
分
団
か
ら
「
家
が
焼
け
た

の
に
、
消
防
団
な
ん
か
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
の
だ
。
当
時
の
大
山
秀
孝
８
分
団
長
（
現
在
の
深
江
地

区
団
長
）
や
石
川
団
長
ら
の
再
三
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
態
は
好
転
し
な
い
。
日
に
日
に
解
散
の
声
は
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
会
合
で
の
こ
と
だ
。

　

一
人
の
団
員
が
声
を
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
←
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
「
今
解
散
し
た
ら
大
野
木
場
は
誰
が
守
る
ん
だ
？
家
は

な
く
な
っ
た
け
ど
、
守
る
べ
き
家
族
が
あ
る
。
地
域
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
。」

　

一
瞬
の
沈
黙
の
あ
と
、
俺
も
や
る
と
い
う
声
が
次
々
と

上
が
り
、
最
後
は
や
る
ぞ
、
や
る
ぞ
の
大
合
唱
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
市
消
防
団
長
、
柘
植
太
一
団
長
は
深
江
町
の
こ

と
を
「
結
束
力
と
防
災
意
識
は
市
内
で
一
番
」
と
太
鼓
判

を
押
す
。
こ
れ
ら
は
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
び
に
育
ま
れ

て
き
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
時
は
過
ぎ
、
２
年
目
の
春
、
奇
跡
は
起
き
た
。

　

枯
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
大
野
木
場
小
学
校
の
校
庭
の

イ
チ
ョ
ウ
が
芽
吹
い
た
の
だ
。

　
「
あ
の
イ
チ
ョ
ウ
に
ど
れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
」
と
話
す
大
山
地
区
団
長
の
言
葉
は
、
当
時
の
全

員
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

　

そ
の
後
も
、
全
国
か
ら

勇
気
づ
け
ら
れ
、
励
ま
し

合
っ
て
、
住
民
ら
は
辛
い

日
々
を
耐
え
続
け
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
８
年
６

月
３
日
、
普
賢
岳
は
、
つ

い
に
終
息
宣
言
を
迎
え
る
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
、
そ
の
葉

を
空
に
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、

何
ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う

に
今
も
そ
こ
に
立
つ
。

　

復
興
作
業
に
行
き
交
う

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
を
聞

き
な
が
ら
。

　

９
月
15
日
、
深
江
町
大
野
木
場
小

学
校
で
、
普
賢
岳
災
害
の
「
メ
モ
リ

ア
ル
デ
ー
２
０
１
１
」
が
行
わ
れ
、

旧
大
野
木
場
小
学
校
が
焼
失
し
た
日

か
ら
20
年
目
の
節
目
の
日
を
、
地
域

住
民
や
児
童
ら
で
迎
え
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
５
年
生
に
よ

る
火
山
学
習
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
当
時

の
校
長
先
生
ら
の
被
災
体
験
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
歌
い
継
が
れ

て
き
た
「
生
き
て
い
た
ん
だ
ね
」
を

全
校
児
童
で
斉
唱
。

　

こ
の
歌
は
、
長
崎
県
出
身
の
音
楽

家
、
寺
井
一
通
さ
ん
の
作
詞
、
作
曲

に
よ
る
も
の
で
、
一
時
は
火
砕
流
で

枯
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
校
舎
の
イ

チ
ョ
ウ
の
木
が
、
翌
年
葉
を
つ
け
た

こ
と
を
モ
チ
ー
フ
に
作
ら
れ
た
曲
で

す
。

　

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
20
年
。

20
年
前
の
こ
の
日
、
一
体
何
が
起

こ
っ
た
の
か
を
特
集
し
ま
す
。

平成２年
７月　　　　普賢岳の直下でM3.9の地震
11月17日　　雲仙普賢岳が、198年ぶりに噴火
平成３年
５月15日　　水無川に初めて土石流発生
５月20日　　初めての溶岩ドーム出現
５月23日　　溶岩ドームの一部が崩落し始める
５月24日　　初めての火砕流発生
５月26日　　初めて負傷者が出る（1人）
５月29日　　人家まで200メートルとなる火砕流
　　　　　　が発生。山火事も発生
６月３日　　午後４時８分　大火砕流発生
　　　　　　死者40人、行方不明者３人、負傷者
　　　　　　９人、建物被害179棟
６月８日　　大火砕流発生（午後７時51分）
６月30日　　水無川など３河川で土石流発生。　
　　　　　　202棟の建物被害
９月15日　　大火砕流発生（午後６時54分）
 　　　　　大野木場小学校が消失。218棟の建
　　　　　　物被害

平成５年
４月28日　　６月18日までの土石流で、768棟
　　　　　　の建物被害が発生
６月18日　　水無川、中尾川で土石流が発生。
　　　　　　安中三角地帯は、壊滅状態
６月23日　　火砕流発生。死者1人、家屋焼失

平成７年
３月30日　　九州大学太田一也教授が噴火活動の
　　　　　　停止を表明。
５月25日　　火山噴火予知連絡会が「マグマの供
　　　　　　給と噴火活動はほぼ停止状態にある」
　　　　　　という統一見解を発表。

平成８年
５月１日　　最後の火災流発生
５月20日　　溶岩ドームを「平成新山」と命名
６月３日　　噴火活動の終息宣言

雲仙普賢岳の噴火と災害

南島原市・島原市の
雲仙普賢岳災害の概要

以降も土石流、火砕流は発生するものの、
住家・人的被害はなし［　　　　　　　　　　］

●死　亡…………44人
●けがをした人…12人
●壊れた家…1,399戸
 （家以外の建物被害…1,112戸）
●国道57号線が通れなかった日…817日
●国道251号線が通れなかった日…196日
●島原鉄道が動かなかった日……1,698日

｜特集｜ ９月15日、という日

９
月
15
日
と
い
う
日

９月15日に発生した火砕流

全校児童で、「生きていたんだね」を歌う児童ら。力強く、美しい調べが、体育館中に響きわたりました。全校児童で、「生きていたんだね」を歌う児童ら。力強く、美しい調べが、体育館中に響きわたりました。全校児童で、「生きていたんだね」を歌う児童ら。力強く、美しい調べが、体育館中に響きわたりました。
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い
た
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〜
校
庭
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ち
ょ
う
の
木
に
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せ
て
〜　
　

　

詩
・
曲
／
寺
井
一
通　
　

校
庭
の
す
み
の

い
ち
ょ
う
の
木
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な
が
い
冬
を

し
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か
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は
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ど
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９
月
15
日
、
と
い
う
日

〜
大
野
木
場
小
校
舎
焼
失
か
ら
20
年
〜

特 集

「
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
復
興
10
年
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
抜
粋


